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コロナ禍における
国際会議の現状と課題

“Small enough to know you,

Big enough to serve you.”
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1 – COVID19の影響と今

2 –海外でのコロナ対策の取り組み

3 – MICEの今後
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1 – COVID19の影響と今

COVID19はこれまでと違う！

F2Fからバーチャルへ
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• 参加者は増えている？

• Zoom独占からプラットフォーム激戦時代へ

• Zoom Fatigue

1 – COVID19の影響と今

バーチャル開催
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2 –海外でのコロナ対策の取り組み

• 国際会議ゼロ

• 国内会議は？

• 安全が一番

• ネット環境の強化
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3 – MICEの今後
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仕事を長期間あけられない

遠いから

高いから

スポンサーがつかないから

個人的な理由で

内容に興味がない

コンプライアンス的問題で

THE SCIENCE OF HEALTHCARE CONGRESSES(Ashfield 2019)

国際会議に参加しない理由は何ですか？
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78%

85%

58%

参加しなかった方へ

あなたはオンライン参加が可能であれ

ば参加しましたか？

あなたは全てのセッションでオンデマンド

を希望しますか？

あなたはオンラインカンファレンスに参加

を検討しますか？

THE SCIENCE OF HEALTHCARE CONGRESSES(Ashfield 2019)

オンラインカンファレンスに関する質問
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3 – MICEの今後

ハイブリッド開催

•学術発表はオンライン

• F2Fはインタラクティブメインへ

• いく理由が大事！
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•教育

• ITリテラシーの向上

•国際団体への理解

業界の役割

3 – MICEの今後
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Questions?

ご清聴ありがとうございました


